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そ
こ
に
は
、
花
火
を
観
に
き
て
い
た
。 

き
っ
か
け
は
覚
え
て
い
な
い
。 

た
だ
、
友
人
二
人
か
ら
は
ぐ
れ
た
私
は
、 

一
人
、
喧
騒
の
中
で
佇
ん
で
い
た
。 

人
の
波
に
攫
わ
れ
な
が
ら
、 

ど
う
に
か
連
絡
を
取
ろ
う
と
試
み
る
。 

 

メ
ッ
セ
ー
ジ
、 

 

エ
ラ
ー
。 

 

着
信
、 

 

不
通
。 

 

不
安
に
苛
ま
れ
る
私
を
他
所
に
、 

周
囲
の
歓
声
が
い
っ
そ
う
大
き
く
な
り
、 

私
は
な
に
か
に
包
ま
れ
る
。 

 

瞬
間
、 

 

炸
裂
音
。 

 

一
瞬
の
爆
発
の
後
に
、
世
界
は
音
を
失
っ
た
。 



 

 
再
度
、 

 

炸
裂
音
。 

 

大
地
は
激
し
く
鳴
ら
さ
れ
る
。 

 

大
地
の
振
動
と
圧
倒
的
な
爆
発
音
は
、 

私
の
心
を
押
し
潰
す
よ
う
。 

 

炸
裂
音
。 

 

巨
大
な
足
を
振
り
下
ろ
す
。 

 

炸
裂
音
。 

 

地
面
に
平
を
叩
き
つ
け
る
。 

 

な
に
か
は
巨
人
の
形
を
取
り
、 

確
か
に
私
に
近
づ
く
よ
う
。 

 

炸
裂
音
。 

 

は
る
か
頭
上
の
視
線
か
ら
、
逃
れ
る
よ
う
に
木
の
影
へ
。 

 

炸
裂
音
。 

 

音
波
は
私
を
逃
が
さ
な
い
。 

 



 

炸
裂
音
。 

 

な
に
か
は
私
を
離
さ
な
い
。 

 

な
に
か
を
必
死
に
振
り
払
う
よ
う
に
、 

反
射
的
に
見
て
し
ま
っ
た
。 

 

炸
裂
音
。 

 

始
め
に
、
視
覚
が
失
わ
れ
た
。 

 

次
に
、
聴
覚
が
奪
わ
れ
た
。 

 

最
後
に
、
触
覚
は
機
能
を
止
め
た
。 

 

そ
の
あ
ま
り
の
眩
し
さ
に
、 

そ
の
あ
ま
り
の
激
し
さ
に
、 

私
の
体
は
動
か
な
い
。 

 

炸
裂
音
。 

 

閃
光
、 

 

轟
音
、 

 

衝
撃
。 

 

そ
の
全
て
が
襲
い
く
る
。 

 



 

炸
裂
音
。 

 

な
に
か
に
掴
ま
れ
、
心
を
潰
さ
れ
る
。 

 

炸
裂
音
。 

 

も
う
何
も
考
え
ら
れ
な
い
。 

 

炸
裂
音
。 

 

炸
裂
音
。 

炸
裂
音
。 

炸
裂
音
。 

着
信
音
。 

炸
裂
音
。 

 

ど
れ
く
ら
い
時
間
が
経
っ
た
だ
ろ
う
。 

よ
う
や
く
私
は
友
人
か
ら
の
着
信
に
気
が
つ
い
た
。 

  
 


